青山荘　　フェイスシート

平成22年4月19日（月）　担当：馬渕　豊子　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　藤村　翔　　様　　　　　男・女　　　　昭和58年3月23日生（27歳）

	
	〒039-1535　三戸郡五戸町字新丁26　　　　　　　　電話0178-62-5314

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	　平成14年2月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約8年2カ月

	
	入院回数
	　　1回（一戸病院）
	延べ入院年数
	約6年9ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日

	医療区分
	社保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無

	      5,000 円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　（月額　6.6　万円）　＊家族管理

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、青陽館（H22.1/4～月曜日・木曜日）

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　21年　10月　1日
	身長
	165cm
	体重
	85kg→79.5kg

	最終学歴
	五戸高等学校卒業
	免許・資格
	自動車運転免許

ワープロ検定2級

	職　歴
	平成13年4月～平成14年2月　　鉄鋼所勤務

平成16年12月～3月まで　院内作業所（フラワーショップ）勤務
	

	保　護　者
	氏　名　藤村　誠　　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	【入所目的】

生活リズムの確立と日常生活能力の再獲得を図る

	入院・治療歴　初診日

1　 平成14年5月～平成14年5月　　　　　　　外来　　　　　十和田市立中央病院

2　 平成14年9月～現在　　　　　　　　　　　 入院　　　　　岩手県立一戸病院

	生活歴　

　五戸町にて、2人兄弟の長男（第1子）として出生。五戸中学校・五戸高等学校を卒業。その後（平成13年）は、鉄鋼所に勤務（2年）する。平成14年2月には、自分の希望の部署につけず、また、職場の人がわかってくれないとの思いから退職する。以後、自宅に引きこもる生活を送る。次第に独語・空笑がみられ、同年4月頃から大声を出す、壁を叩く、ガラスを割る等の問題行動が出現。また、入浴もしない状態となる。

　平成14年5月末、十和田市立中央病院を受診するが通院中断し、9月には夜中に頻回に車で出かける行為がみられていた。また、「不意に家を出ようとする」「突然大声を上げる」等の問題行動出現した為、同月7日に岩手県立一戸病受診し任意入院となり幻覚妄想状態と判断されるが、本人が退院を希望したことから、翌日医療保護入院と切り替わる。

　平成15年1月には、症状が落ち着いたことにより任意入院となり、平成16年12月より院内の作業所（フラワーショップ）で店員として作業を行う。

　平成17年～平成19年では、ストレスが重なったとき等に幻聴が強くなり、大声を出したり物に当たる等という行動が年に数回みられていた。ここ2年間は、幻聴はあるものの問題行動は見られず、安定した病棟生活を送っている。

　上記より、主治医より退院を勧められるが、日常生活面において一部援助を要し、また、自宅には、祖母がいるが高齢であり両親も共働きとのことから本人の面倒を見る人がいないため、ある程度の日常生活能力を再獲得する為生活訓練施設入所を希望し、平成21年6月地域活動支援センターのぞみの自立支援員工藤氏、岩手県立一戸病院の加藤PSWより入所相談があり、平成21年10月1日入所となっている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は、藤村誠様（父）となっている。

・主に母様が協力的であり、一戸病院での家族教室にも参加していたとのこと。

・弟とは、あまり話しをしないとのこと。

・家族関係は比較的良好。

・入院中は自宅外泊を行っていたとのこと。しかし、家族には、病状悪化時の印象が強く、特に母様は本人にどのように接したらよいか、今後どのようにしたらよいか等強い不安を抱いている。

・入院中は、月1度のペースで自宅外泊（3～6泊）を行っていたとのこと。

・今後については、自宅には祖母がいるが高齢であり、合わせて両親も共働きの為、日中、本人の援助をする人がいない。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年4月19日（月）

	氏　名
	   藤村　翔　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　58年　3月　23日（27歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：自宅で生活をするために生活リズムを整え、生活能力の向上を図る。

短期目標：青山荘での生活リズムの確立を図る

　　　　　服薬・通院の継続の理解を図る

	これまでの経過（前回評価日H22年2月1日）

	入所日：10月1日（木）

【前回の問題点】

①病状、服薬管理　　②他者交流と日中活動　　③　　健康管理

<現在の幻聴・独語・病状・服薬管理>

・前回10月から12月にかけて独語、幻聴の変化が著しく見られていたが、年明け頃より減少してきて病状の安定さが見られている。

・3/29外来受診前に幻聴について聞いてみるが、それほどでもないとの事、話されている。

・3/29デイケアカンファレスから昼食後に特定のスタッフに「あんたが悪口を言った」と怒鳴る事があるとの情報がある。

他スタッフへの対応は穏やかだったが、その特定のスタッフとは実は交流がなかったと報告がある。

・不調の訴えを自らは言う事が少ない為、日常的に話しを聞いている。その中で話す時もある為聞いて

現実検討ができやすいよう促す。

　・外泊時は服薬ボードごと自宅に持ち帰り服用。服薬確認は残包を持参される。

　

<日中活動と他者交流>

・月、木はデイケア利用でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには参加されていると報告、レクダンス、卓球で体を動かすのは良いと話している。

・デイケア利用日以外は入浴、洗濯、掃除、塗り絵、パソコンタイピングを行う。

・土日は休日としてとらえているのでｗｉｉゲームやカラオケ、よこまちストアへの買物を行う。
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<対人関係> 

・他者に話題提供することが苦手としていると、自分でも話すことがあり、会話が続かない時に困るとの事。

反面自分の得意な事や経験した事は職員には一方的に話せる。

・休日に青山荘内のゲームやカラオケを通じて他者とも関わり楽しむ事もあり表情も良い。

＜自宅外泊＞

・祝日や連休がある時は自宅外泊を希望される。保護者様（父様、母様）の送迎がある。

　・日程は概ね家族の方の日程に合わせて決まる事多く、本人様も必要に応じて

　　携帯電話で母様と簡単なメール、電話の送受信で連絡をとる事がある。

　・4/29～5/5まで自宅外泊希望されている。現在調整中

	長期目標（中期・短期）

	長期目標：自宅で生活をするために生活リズムを整え、生活能力の向上を図る。

短期目標：青山荘での生活リズムの確立を図る

　　　　　服薬・通院の継続の理解を図る


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①病状変化、独語、幻聴

②服薬管理


	・自発的に困ったことや不安等を言う事が少ない為、ストレスを抱えていないか、悩みがないかどうかを日常会話の中から聞きと取る。

・自己流の理解や解釈をする事がある為、丁寧に聞いて本人の発言を傾聴してから現実検討ができるように促す。

・症状変化を主治医、関係部署に情報提供を行う。
・事務室管理で食後に取りに来ている。その際に職員とも話す機会になっていると自ら話す事がある為、評価しつつ継続する事としている。

・外泊時に服薬ボード事、持ち帰る。服薬確認は残包で行う事としている。


	3ヶ月



	①日中活動と他者交流
	・デイケア利用日は月曜日、木曜日の週2回。通所プログラムに慣れる事を目標に参加している。できた事の内容を確認して評価する。

・他者交流は自発的に話題を見つけて話しかけるのが苦手としているのでSSTを活用し気軽に会話が行えるよう促す

・青山荘内にいる時はパソコンワード打ちで調理教室の担当表作成、他者を誘い散歩、買物をして交流できるよう支援する

・休日は他者とWiiのゲーム、カラオケを行い楽しみながら交流しストレス発散の場になるよう設定する。
	3ヶ月

	
	
	

	①健康管理、散歩、体重


	・入所時85kgの体重が3/4現在79.5kgに減少している。

本人の希望で75kg前後を目標としていて、体重管理と運動も兼ねて青山荘内に在所時は毎日行う事としている。
	3ヶ月
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